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第
百
五
十

二
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
六
月
二
十
四
日
に
招
集
さ

れ
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
六
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
、
八
億
千
四
百

二

十
五
万
五
千
円
(
累
計
六
十
五
億

七
千
百
二
十
五
万
五
千
円
)
の

一

般
会
計
補
正
予
算
、
追
加
議
案
な

ど
、
十

一
議
案
が
審
議
さ
れ
全
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
、
陳
情
に

つ
い
て

は
、

三
件
が
採
択
さ
れ
、
意
見
書

を
関
係
省
庁
に
提
出
す
る
こ

と

に

な
り
、
ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る

意
見
書
、
要
望
書
を
可
決
し
関
係

省
庁
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。一

般
質
問
は
五
名
の
議
員
か
ら

行
政
改
革
、
産
業
振
興
、
福
祉
保

育
行
政
、
生
活
環
境
、
学
校
教
育

な
ど
各
方
面
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

O

土
地
改
良
事
業

一
五
回
、
二
六
九
千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

一
四
七
、
四
四
八
千
円

。
平
松
上
樋
線
改
良
事
業

一
一
五
、
五
O
O

千
円

。
高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業

一
一
二
、
五
O
O

千
円

。
工
事
請
負
契
約

南
吉
井
小
学
校
南
校
舎
の
大
規

模
改
造
工
事
を
、
一
億
五
千
七
百

七
万
五
千
円
で
森
貞
建
設
株
式
会

社
と
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た

。

。
助
役
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
助
役
に
八
木

淳
一
郎
氏
(
現
収
入
役
け
牛
洲
)
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

・7
」
0。

収
入
役
の
選
任

収
入
役
の
助
役
選
任
に
伴
う
収

入
役
に
和
田
正
氏
(
前
総
務
課
長

H

樋
口
)
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
、
岩
田

至
氏
(
上
村
H

再
)
、
和
田
久
己
氏

(
樋
口
N

新
)
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

意
見
書
・
要
望
書

。
愛
媛
県
の
衆
議
院
議
員
選
挙

区
に
お
け
る
「
実
質
飛
び
地
」

解
消
に
関
す
る
意
見
書

衆
議
院
議
員
選
挙
区
の
区
割
り

問
題
で
、
県
内
区
割
り
の
新
二
区

の
う
ち
、
重
信
町
と
玉

川
町
の
郡

境
部
が
山
岳
地
帯
で
道
路
も
な
く
、

新
一
区
ま
た
は
新

三
区
を
通
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
実
質
飛
び

地
」

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
抜
本
的
な

見
直
し
を
国
に
要
望
す
る
も
の
で

す
。。

愛
媛
県
議
会
議
員
温
泉
郡
区

選
出
議
員
の
定
数
増
に
関
す

る
要
望
書

残
暑
お
見
舞
い

申
し

上
げ
ま
す

重
信
町
議
会

議
長
平
岡

副
議
長
野
中

議
員

浜
田
卯
三
郎

八
木
昌
延

佐
伯
強

佐
伯
箪

高
須
賀
徳

大
西
茂
徳

窪
田
定
靖

残
暑
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

重
信
町

町
長

山川町
ん
又

ド
ト

I声

ノ
，T
l

収
入
役

教
育
長

高和八利]
橋田木田

淳
謙 一 治
一 正郎樹

温
泉
郡
区
は
県
議
会
議
員
の
定

数
が

一
人
で
あ
る
が
、
南
予
の
二

つ
の
市
区
と
郡
区
は
人
口
が
少
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
人
で
あ

り
不
公
平
感
を
も
た
ら
し
て
お
り

公
平
な
議
員
定
数
合
否
ね
)
と
な
る

よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

久
敏収

丹
生
谷
操

牧
清
行

渡
部
清
春

松
下
高
繁

山
内
良

一

佐
伯
正
夫

高
橋
幾
八

諸大松石藤
伏森下丸田

静隆敏群
江茂通雄司

交通事故無料相談
お気軽にご利用ください。 包括ー2335

相談日 月一金曜日

午前9時半一午後4時40分

専門の相談員が親身にな っ てご相談に応

じます。

弁護士相談日 毎週木曜日

(初日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センタ ー

午後l時-4時

あなたの職場に障害者まけないぞ。



巳一 一' 一一l
水
は
生
命
の
源

地
球
上
の
水
の
約
九
七
%
は
海

水
で
す

。

淡
水
は
わ
ず
か

三
%
l

。

さ
ら
に
、
人
聞
が
利
用
で
き
る
水

は
0

・
八
%
し
か
あ
り
ま
せ
ん

0

0

水
の
惑
星
。
と

い
わ

れ
て

い
る

地
球
で
も
、
わ
た
し
た
ち
人
聞
が

使
え
る
水
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
し

か
な
い
の
で
す

。

八
月

一
日
は
「
水
の
日
」
、
こ
の

日
か
ら

一
週
間
は

「

水
の
週
間
」

で
す
。
水
は
貴
重
な
資
源
ー

ー
ム
家

族
み
ん
な
で
、
大
切
に
使
い
ま
し

ト

A
F
2「
ノ
。

Jgtけれ.3;.3 

.L:.... 
ロ

蛇口は、こまめに開閉しまし ょう。 野

菜や食器を洗うときは、容器に水をため
て洗いまし ょ う。また、 j由で汚れた食器
などは、紙やキッチ ン ・ ペーノ fーでふき取
っ てから j先えば、 水をた くさ ん使いませ

ん。 四人家族なら、 一 日約65 リ ッ トルの
節水になります。

所

歯

磨

き

洗
i先濯は、 ふろの残り湯

を使いましょう 。 工夫す

れば、 100 リ ッ トルほどの
水で、すみますc 流し っ ぱ

なしにすると、 240 リ ッ ト
ル以上の水を使うことに

なります。
濯

歯磨きは、コップ3杯分、約0.6 リ ッ ト
ルの水で、すみます。 歯を磨いているとき

に 、 水を流し っ ぱなしにするのはやめ ま

しょう 。 水道の水を一分間流し続けると、
約6 リ ッ トルにもなります。 これは、 、資

源の無駄使い 。 です 。

家庭用の浴槽は、小さいものでも約200

リットルの水が入ります。ふろの残り湯

は捨てずに、洗濯や掃除、植木や庭の水
まきなどに使いましょう 。 また、入浴中

には、シャワーを出しっ(;fなしにしたり、

浴槽から水をあふれさせたりしないよう
にしましょう 。

洗車をするときは、
ノ〈ケツを使いましょ

う 。 た っ た4-5杯の水

で、きれいになります。
ホースの流し j先いだ

と、バケツで30杯以上

の水が必要です。

風

呂

洗

車

家庭で使う水の18% は、 トイレです。
大のほうが一回で約10 リットル、 小のほ

うなら約2-3 リットルで‘す。 必要以上に

水を使わないようにしましょう 。 タンク

の中に水が入っ た瓶などを入れると、容

器内にたまる水の量が少なくなり経済的

です。

ト

イ

レ

「
年
じ
一
度
は

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
H
H」

飲
料
井
戸
等
の
水
を
検
査
し
て

い
ま
す
か

。

飲
用
に
井
戸
等
を

使
用
し
て
い

る
場
合
、
年
に

一
固
定
期
及
び
臨

時
の
検
査
を

受
け
る
よ

う

努
め
て

く
だ
さ
い

。

水
質
検
査
の
実

施
機
関

松
山
中
央
保
健
所

松
山
市
北
持
田
町
一

三
二

岱
四

一
一

一
一
一

県
立
衛
生
研
究
所

松
山
市
三
番
町
八
丁
目

一
O

官
三
一
1

八
七
五
七

県
予
防

医
学
協
全

松
山
市
富
田
町
六
|

六

包
四

一

七
九
七
七

悪徳商法の被害にあわないための7か条
①本当に必要かどうかよく考える 。
②円、りません」と 言 える初めの勇気が肝心。

③うまい話には落し穴。 郵便や電話のl呼び出し

には応じない。

④ふ ところ具合(預金や財産)は車色対にもらさな

⑤印鑑抑すな、 金出すな。 まず家族に相談する 。

⑥契約書をよ く 読み大切に保管する 。

⑦おかしいと思 っ た ら、お近く の相談窓口 へ。

できるぞ

埋
蔵
文
化
財
発
掘
作
業
員

の
募
集
巴
つ
い
て

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は
、

町
内
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
の
発
掘
作
業
員
を
次
の

と
お
リ
募
集
し
て
い
ま
す

。

作
業
場
所

重
信
町
内

作
業
内
容

主
と
し
て
手
掘
り
に
よ
る
表

土
排
除

作
業
日
等

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。

(
祝
日
は
除
き
ま
す
)

賃
金日

額
六
千
円

l

五
千
円

(
金
融
機
関
へ
の
振
込
み
)

保
険労

災
保
険
に
加
入

申
し
込
み
方
法

重
信
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

に
申
し
込
み
書
が
あ
り
ま
す

。

問
い
合
せ
先

重
信
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
内

埋
文
担
当
ま
で

宮
六
四
ー

一
五
O
O
刊

内
線
五
O
三

前やる ぞ、9 月は障害者雇用促進月間です
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ウ
ォ
l

キ
ン
グ
(
歩
行
)
で

健
康
づ
く
り

私
た
ち
が
歩
い
た
り
走
っ
た
り

す
る
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
れ
く

ら
い
か
ご
存
知
で
す
か
?
歩
い
て

も
走
っ

て
も
距
離
が
同
じ
で
あ
れ

ば
、
消
費
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
す

。

一
回
走
る
の
は
自
信
が
な
い
と

い
う
人
も
、
歩
く
こ
と
な
ら

二
同

三
回
と
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
ウ
ォ

ー
キ

ン
グ
の
良
い
と
こ
ろ
で
す

。

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

昨
年
度
か
ら
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
に
で
も
で
き
る
ウ
ォ

l

キ

ン
グ
を
推
進
し
、
楽
し
み
な
が
ら

安
全
に
歩
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

次
の
も
の
を
用
意
し
て
い
ま
す

0

1

記
録
用
紙

歩
い
た
距
離
(

一
日
五
回
ず

つ
)

が
記
録
で
き
ま
す

。

重
信
町
を
出

発
し
、
札
幌
市
を
ゴ
ー

ル
す
る
二

千
五
百
川
を
記
録
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

。

ヱ
反
射
テ
ー
プ
付
タ
ス
キ

夜
間
に
歩
く
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
光
る
タ
ス
キ
が
事
故
を
防
止

し
て
く
れ
ま
す

。

希
望
者
に
配
布
し
ま
す

。

七
月

一
日
現
在
、

二
百
四
十
七

名
の
方
が
登
録
し
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
歩
い
て
い
ま
す
。
歩
い

た
距
離
が
五
百
回
に
な
れ
ば
銅
メ

ダ
ル
、
千
五
百
同
で
銀
メ
ダ
ル
、

二
千
五
百
回
の
ゴ
l

ル
到
着
者
に

は
金
メ
ダ
ル
を
進
呈
し
ま
す

。⑬役場町民課国保係

官64 - 2001 内線23 1

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の

免
除
制
度
、
か
あ
り
ま
す

人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が

、

豊
か
な
老
後
の
所
得

保
障
と
し
て
国
民
年
金
は
欠
か
せ

ま
せ
ん

。

し
か
し
、
こ
の
「
国
民
年
金
」

も
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い

な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん

。

長
い
人
生
の
聞
に
は
、
病
気
や

ケ
ガ
、
失
業
な
ど
で
の
理
由
で
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に

国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
と
い

っ

て
、
未
納
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す

。

困
っ

た
と
き
は

、

役
場
町
民
課

国
民
年
金
係
に
ご
相
談
を

。

重信町職員募集 | -E雪需型章者聖賢司圃
重信町職員を次のとおり募集します。

1.募集人員

一般事務職、保母(各若干名)

2. 応募資格

昭和44年4月 2 日以後に生まれた者で、学歴は

問いません。(男子は消防職員 との併願可)

3 . 試験日

平成6年9月中旬(会場

4. 試験科目

一般教養試験、作文、面接

5. 受験手続

平成6年9月 2 日までに履歴書(写真貼付)と健

康診断書(胸部X線撮影による診断必要)を総

務課へ提出。

(問い合せ先

町民会館)

東温消防署に勤務する消防職員を次のとおり募

集します。
1 .募集人員

消防職員

2. 応募資格
( 1 )昭和44年4月 2 日から昭和52年4月 l 日ま でに

生まれた男子で、高校卒業程度以上の学力を

有する者。

(2)身長160cm以上、体重56kg以上、視力 1. 0以上

(矯正視力は裸眼視力が0 . 5以上)の者
(3)重信町一般事務職との併願可

3. 試験日
平成6年9月中旬(全場

4. 試験科目

一般教養試験、作文、体力試験、面接

5. 受験手続
平成6年9 月 2 日までに所定の申込書を総務課

へ提出。

(問い合せ先

町民会館)

l名

H64-200H内)役場総務課

H64-200H何)役場総務課



退
職
金
と
年
金
と
税

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女
性

が
八
二
・

二
二
歳
、
男
性
が
七
六

・

O
九
歳
(
平
成
四
年
)
と
、
こ
こ三

O
年
の
聞
に
実
に
一
O
歳
以
上
も

延
び
て
お
り
、

一
二
世
紀
に
向
け

我
が
国
は
本
格
的
な
高
齢
化
社
会

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す

。

そ

こ
で
、

一
般
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に

と
っ
て
人
生
の
重
大
な
転
換
期
の

ひ
と
つ
で
あ
る
退
職
、
こ
れ
に
伴

っ

て
支
給
さ
れ
る
退
職
手
当
等
と
、

そ
の
後
の
生
活
設
計
の
中
心
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
年
金
に

係
る
税
の
仕
組
み
の
あ
ら
ま

し
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う

。

{退
職
所
得
の
課
税
の
仕
組
み

}

退
職
所
得
と
は
、
退
職
に
伴
い

勤
務
先
か
ら
受
け
る
退
職
手
当
や

一
時
恩
給
等
の
所
得
を
い
い
ま
す

が
、
長
年
の
勤
労
の
対
価
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
所
得
税
や
住
民
税
も

他
の
所
得
と
は
分
離
し
て
課
税
す

る
な
ど
、
税
負
担
が
軽
く
済
む
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

• 5 ・7ιけあふ;

一
、
退
職
所
得
及
び
税
額
の
計
算

方
法

退
職
所
得
の
金
額
及
び
税
額
は
、

次
に
よ
り
計
算
し
ま
す

。

(
退
職
金
の
額
|

退
職
所
得
控
除
額
)
×
見

H

退
職
所
得
の
金
額

退
職
所
得
の
金
額
×

税
率

l
l
H
比
帽
良

l
l

手
A
1
d冶
官

二
、
退
職
所
得
控
除
額

退
職
し
た
方
の
勤
続
年
数
に
応

じ
て
次
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。

勤続年数 退職所得控除額

20年以下 40万円 ×勤続年数

20年超
800万円 十 70万円
x (勤続年数 - 20年)

三
、
退
職
所
得
と
源
泉
徴
収

退
職
所
得
に
対
し
て
は
、
退
職

手
当
等
の
支
払
の
際
に
源
泉
徴
収

が
行
わ
れ
ま
す
。

8月の納税
町県民税第2期

国民健康保険税第2期

納税期限
8月 31 日嗣

四
、
退
職
所
得
と
特
別
減
税

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
そ
の

支
払
の
際
の
源
泉
徴
収
段
階
で
は

特
別
減
税
の
適
用
(
特
別
減
税
額

の
還
付
又
は
控
除

)
が
あ
り
ま
せ

ん
。

こ
の
た
め
、
退
職
所
得
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い

て
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
そ

の
退
職
所
得
を
含
め

て
平
成
六
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
時
期
に
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

{年
金
の
課
税
の
仕
組
み

}

年
金
を
受
け
取
っ
た
と
き
の
課

税
関
係
に
つ
い
て
は
、
年
金
の
種

類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
公

的
年
金
等
に
つ
い
て
は
、
税
負
担

が
軽
く
済
む
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す

。

一
、
年
金
に

係
る
雑
所
得
及
び
税

額
の
計
算
方
法

年
金
に
係
る
年
聞
の
所
得
税
は

次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

付
雑
所
得
の
金
額

イ
、
公
的
年
金
等
の
場
合

収
入
金
額
|

公
的
年
金
等
控
除
額
H

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

の
金
額
j
i
-
-

・

(
A
)

(
注
)
赤
字
の
と
き
は
、

な
り
ま
す

。

。

-

公
的
年
金
等
控
除
額

受給者の 1年間の公的合年計金額等(の 公的年金等控除額
区分 収入金額の a) : 

2 60万円以下 : 140万円

65歳以上 260万円超 460万円以下 : (a) x25%+ 75万円
σ〉 人 460万円超 820万円以下 ; (a) x 15% 十 1 2 1万円

820万円超 : (a) X 5 %+203万円

130万円以下 : 70万円
65歳未満 130万円超 410万円以下 : (a) x 25%+37万 5 千円
σ〉 人 4 10万円超 770万円以下 : (a) x 15% + 78万 5 千円

770万円超 : (a) x 5 % + 155万5千円

ロ

、
公
的
年
金
等
以
外
の
年
金

の
場
合
(
簡
易
生
命
保
険
の

年
金
保
険
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
の

個
人
年
金
)

;公的年金等 剰余金:
: 以外の年金 + や
: の収入金額 割戻金 :

」一一収入金額一一~

保険料又は
: 公的年金等 ; 掛金の総額

一 : 以外の年金 。 ×
; の収入金額 j 年金の支払総額

(見込み頼)
」一一一一一ー必要経費一一一一一~

一 公的年金等以外の年金に……… (B)
一 係る雑所得の金額

ハ
、
年
金
に
か
か
る
雑
所
得
の

金
額

(注 ) 65歳以上かどうかは、その年の 12丹 31 1J現在の年齢によリます.

(
A
)十
(
B
)日
年
金
に

係
る
雑
所
得
の
金
額

ω
所
得
税
額

年金に係る雑所得の金額
十

その他の所得金額

(配偶者控除や基礎控除などの所得控除額)
11 

課税総所得金額… ・・・ …… (C)

(C) x 税率二算出税額一・・ ・ ・(D)

(0) 一源泉徴収税額=申告納税額
(赤字の場合は還付される税金)

二
、
年
金
と
確
定
申
告

年
金
を
受
け
取
る
際
に
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
税
額
は
、
確
定
申

告
で
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

こ
の
場
合
、
公
的
年
金
等
の

み
の
人
は
、
専
用
の
申
告

書
を
使

用
す
る
と
便
利
で
す

。

三
、
年
金
と
特
別
減
税

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
を

提
出
し
て

い
る
公
的
年
金
等
の
受
給
者
に
つ

い
て
は
、
原

則
と
し
て

、
そ
の
公

的
年
金
等
の
支
払
者
か
ら
源
泉
徴

収
税
額
の
還
付
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
最
終
的
な
特
別
減
税
額
の
精

算
は
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



ぢ‘乙4す約ふ，':. 6 ・

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
ヘ

今
生
皮
金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦
は

昭
和
問
年
1

月

1

日

か
ら

昭
和
問
年
ロ
月
引
固
ま
で
に

婚
姻
届
出
の
方
で
す
。

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

重
信
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚

式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
、
敬
老
週

間
期
間
中
の
九
月
十

三
日
に
、

町

民
会
館
で
開
催
さ
れ
る
老
人
福

祉

大
会
(
式
典
・
記
念
行
事
)
に
ご
招

待
し
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す

。

金
婚
式
該
当
ご
夫
婦
に
は
、
八

月
下
旬
に
福
祉
大
会
の
案
内
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い

。

な
お
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
方
、
誤
り
が
あ
る
方
は
福
祉

課
ま
で
こ
連
絡
下
さ
い

。

連
絡
先
役
場
福
祉
課

包
六
四
|

二
O
O

一
間

金
婚
式
該
当
ご
夫
婦

(
敬
称
略
)

〔
樋
口
〕

O

恒
岡
利

一
・

マ
サ
ミ

〔
横
河
原
〕

O

源
元
太
郎
・
フ
ジ
子

O

和
田
良

一
・
フ
ク
ヨ

O

渡
部
儀
利
・
ナ
ツ
ミ

〔西
岡
〕

O

大
西
表
市

・

ミ
サ
オ

〔見
奈
良
〕

O

角
田
綱
義
・
フ
サ
子

〔
田窪
〕

o

杉
本
勉

・

光
悪

O

竹
内
正
明

・
万
文

O

高
須
賀

明
雄
・
ツ
ル
子

〔牛
洲
〕

O

井
門
朝
太
郎

・
千
代
子

O

羽
津
秀

一
・

津
美

〔牛
淵
団
地
〕

O

片
岡
幸
盛
・
キ
ヌ
子

〔南
野
田
〕

O

坂
本
正
見
・
ト
ミ
コ

O

八
塚
金
十
郎

・

ミ
サ
ヲ

〔
北
野
台
団
地
〕

O

近
藤
晃
・
ノ
ブ
エ

O

坂
田
祐
・

多
喜
子

〔
新
村
〕

O

相
原
勉
・
百
々
代

O

牧
登

・

千
鶴
子

O

松
田
八
郎
・
イ
チ

子

〔
下
林
〕

O

越
智
忠
夫
・
且

子

O

元
角
正

・

シ
ズ
カ

O

火
口
松
稔
・
八
重
子

O

野
中
賓
・
ト
モ
エ

平
成
6
年
度
目
赤
募
金
報
告

平
成
6

年
度
目
赤
募
金
運
動

は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り

二
、
七
O
九
、
五

O
O

円
の

募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
善
意
に
対
し

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
一
層
の

ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
地
区
の
募
金
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

募金実績額

2 , 709 , 500 

49 , 500 
155 ,000 
261 ,500 
332 ,000 
119 , 000 
215 , 500 
333 , 500 

95 , 300 
193.000 
248 , 000 
53.000 
58 , 000 
90 , 500 
70 , 000 
32 , 000 
82 , 000 

103 , 200 
151 , 000 
62 , 000 
5 , 500 

区

山之内

樋口
横河原
;昔、津 川

西岡

見奈良

田窪

田窪団地
牛湖

牛 湖団地

播磨台団地

上樋
南野田

北野田

北野台団地

新村
上林
下林

上村
個人

名

計

h
U
 

E
T
J
 

メ入
口

組穴ごみ回収

8月28日(日)午前10時までに

指定場所に出して下さい。
粗大ごみ回収場所

地区名 場 所 地区名 f易 JifJ 

山之内 荒木谷ノ fス停 牛 決IJ 堀池公民館

樋 口 他日公民館 牛 j刈団地 ポンプ室成

t黄河原 横河原一本松 f喬磨台団地 探磨台団地公民館

在、 i宰川 志津川 グランド 」二 樋@jJ也 牛洲団地獄北東入口

八反地墓地南東 南町:閏 南野田蔵置所西

西 岡 西岡公民館 北 野田 大地泉南

i也ノ下集会所 北野台団地 北野台団地公民館

見奈良 見奈良公民館 新 中、「 ]A新村支所南

悶 定: 日 ! 窪集荷場 上 中本 !とり也矯

隻手薬師寺北 上林蔵置所横

田窪田地 田窪遊園地前 下 中本 下林公民館

4ニ �*IJ 牛訴IJ公民館 上 十す ]A上村支所北

、

、.



巡
回
一
日
赤
十
字

受
講
生
募
集

• 7 ・Jrιけのふ:

日
赤
重
信
町
分
区
で
は
、
五
月

に
行
っ
た
赤
十
字
募
金
運
動
の
還

元
事
業
と
し
て
、
本
年
も
松

山
赤

十
字
病
院
の
協
力
で
「
巡
回

一
日

赤
十
字
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い

。

-

日
時

九
月

六
日
閃

午
後

一
時
i

凹
時
三
十
分

・

場
所

町
民
会
館
二
階
大
ホ
ー

ル

・

内
容

講
演
「
骨
粗
桜
症
に

つ
い
て
」

各
種
講
習

検
尿
・
血
液
測
定

そ
の
他
健
康
相
談

・

主
催

日
本
赤
十
字
社
重
信
町
分
区

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

松
山
赤
十
字
病
院

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

・

共
催

重
信
町
赤
十
字
奉
仕
団

問
い
合
せ
先

役
場
福
祉
課E

六
凹
|

二
O
O

一
間

内
線
二
五
四

第
二
回
高
齢
者
防
災
教
室

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
、
い

つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
第

二
回

高
齢
者
防
災
教
室
を
実
施
し
ま
す

。

最
近
は
共
働
き
の
家
庭
が
多
く
、

火
災
や
救
急
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
た
時
の
通
報

・
応
急
処
置

・
初

期
の
消

火
活
動
を
高
齢
者
に
依
存

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
回

は
事
故
対
策
を
中
心

に
行
う
予
定

で
す

。

日
時

九
月

一
日
同

午
前
十
時
1

十

一
時

町
民
会
館

二
階
研
修
室

救
急
車
の
上
手
な
利
用
方

半
A消

防
設
備
の
使
い
方

受
講
料

無
料

講
師

東
温
消
防
署
職
員

問
い
合
せ
先

東
温
消
防
本
部
予
防
係

官
六
四
l

五
一
一一
O

場
所

内
容

父
子
家
庭
介
護
人

派
遣
事
業
に
つ
い
て

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
「
父
子
家
庭
介
護
人
派

遣
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

こ
の
事
業
は
、
父
子
家
庭
の
お
父

さ
ん
、
お
子
さ
ん
、
あ
る
い
は
同

居
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん

、
お
ば

あ
さ
ん
が
、

一
時
的
な
傷
病
の
た

め
日
常
生
活
に
お
困
り
の
と
き
、

育
児
や
家
事
な
ど
身
の
回
り
の
お

世
話
を
す
る
介
護
人
を
派
遣
す
る

事
業
で
す

。

問
い
合
せ
先

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

包
六
四
l

一
五
九
七

! 教育相談室 | 
毎週水曜日 午後1時-5時
8月 3、 10、 17、 24、 31 日
9月 7、 14、 21 、 28 日
図書館3階
64-3437 
直接来 られでもかまいません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適
応などお気軽にご相談ください。

-日時

-場所
・電話

4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・ ・ ・ ・ e ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ - ・ - ・ - ・ a・ _ ... _ . _ - ・ - ・ - ・ - - -・・ ・.- _ - - - - --・ ・ e ・・・・・・・・・・・ ・ ・ .... _ ... -

くみとり料金(消費税別)

普通使槽

従量制

] 8リッ ト jレ

当り

140円

140円

均 等 制

人頭制|世帯割

1人1か月 11世帯1か月

290円

550円

210 円

210円

区分

I R式便槽
(まる 査)

{更槽}jIJ 

注
意

満
一
歳
ま
で
の
子
供
は
、
人

員
数
に
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

く
み
と
り
の
際
の
洗
い

水

は
、
規
定
料
金
の

中

に
含
ま

れ
て
い
ま
す

。

同
一
世
帯
内
で
便
槽
が

二
つ

以
上
あ
り
、
同
時
に
く
み
と

り
を

し
た
場
合
は
、
世
帯
割

料
金
を
加
え
ま
す

。

(
旧
式
使

槽
一
2
9
0

円
・
普
通
便
槽

一
5
5
0

円
)

従
量
制
は
、
会
社
、
飲
食
店
、

店
舗
等
の
不
特
定
多
数
の
方

が
利
用
さ
れ
る
施
設
や
、
そ

の
他
不
定
期
に
く
み
と
り
を

2 3 4 

( 1 か月の料金)

戸駅h l人 2人 3 人 4人 5人 6人

旧(ま式る便査槽) 510円 730円 940円 1 ， 160円 1 ， 380円 1 ， 590円

普通便槽 780円 990円 1 ， 2 10円 1 ， 430円 1 ， 640円 1 ， 860円

均等制料金早見表(ホース50 m 以内の場合)

し尿の収集許可業者 (消'l!i l見3% を合み、 10円未満 (j切リ姶て)

松山興業社松山市東野6丁目 5-5 fi43-0997 
※くみとりを希望される方は、直機上記業者に連絡して下さい。

す
る
場
合
、
く
み
と
り

量
が

一
人

一
か
月
の
排
出
基
準
量

(三
六
リ

ッ
ト
ル
)
を
こ
え
る

場
合
、
簡
易
水
洗
便
所
等
に

適
用
さ
れ
ま
す

。

ホ
ー
ス
を
五
O
m
以
上
使
用

し
て
く
み
と
る
時
は
、
割
増

料
金
が
必
要
で
す
。

そ
の

他
ご
不
明
な
点
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で
。

5 6 



すιーすれぶ・ 8 ・
7

、

J
fイ
ヘ
・
，
ヘ
町
~
ヘ
・

1、
/
、
/
，
/
一
\
一
、
\
ゾ
\
/
、
、
〆
じ
ら

ス
ン
い
'
〈
ノ
ソ
\
、
勺
、
/
、
，
/
/
\
ノ
\
/
.
\
バ
、
\
ノ
，
ぐ

T
J
〆
J
J
、
‘
A
\
/
\
/
/
/

、
ゾ
、
，
\
に
じ
、
ッ
‘
\
シ
、
、

一J・0
、
，
〆
\
'
ノ
\
・

J
\・
/
、J
/
\
/
\
/
U
J
J
\
ケ
い
λ
ノ

J

7
J

ノ
士

、，
h
\
、
/
、
/
\
/
、/
J

，
え
ら
\

'
i
J
\
シ
い

一

ら

b
B
\
〈

J
'p
v
、
ン
\
、
/
、
イ\:
，

v
グ
一\

，

J
''〈
ν
J

T
、

包
・
・
・
圏
、
』
・
・
フ\
・
/
\
\

圃
.
.
 
，
h
‘
.\
圃
.
、
十
ノ
い

「
ら

」
白
咽
』
戸
凶
』
閣
円
V
ヘ
、
士
、
/
\
、

-

h
問
団
岨
団
凶UHυ
圃
圃〈
\

「，
\

4
1

、
a

』
園
・
・
・
・
・
・
く
\
、
y
\
'由
圃
・
・
・
・
・
圃
圃
圃
圃
園

、
，
〆-
i

u

』
島
t
L
hι圃
・
・q
4
一
ノ\
'
\

jH
M
d『
M
H
U
園
周〆
、

〆
、白
・
・

B

J
S
、J
f
、

A
a
-
-咽
圃
掴
鹿
嶋九
、

τ\
/

.
，
島
町l
t
r
lt一
、
〆
ご
り

b
F
U川
咽
掴g
a
n司
，
り
v

ノ
\
m
-
E
・
・
・
・
・
・
・
・
・

'
〆

・
園
田
圃
・
・
・
・
・
・
・
・!
メ

\
/
\
/
‘\
4
珂
寸
寸
4

-

，

一J
1
4
a
a
帽
』
S

-
\
d

/
\
ソ
/
一
\
/
J
\ぺ
、
一
、
二
‘
\
う
ら
シ
ン'
L、
、
叫
し
、

ツ
\
久
、
/

\
/
一
\
/
〈
〆
、
，
v
h
.
7
，

J
，
'
〆
\
、
，
\
:
くt
J
/
\
J

/
\
〆
\
ツ
〉
ヘ
e
へ
ら
\
ゥ
・

1
/
\

、
/
\
・
/
\
‘
/
、

、
，
?
ノ
\
〆
\
ら
\
ら

p
p

，
、
う
，
人
ノ
\
/
\
、
/
\
ノ

/
'
一
ヘ
ソ
，
八
九
人

'
J
八v
，
八
万
へ
〆
、
ソ
'
一
ソ
パ
、
ゾ
ヘ

、ゾ
ヘ
、
〉
八

問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

⑮

役
場
福
祉
課
保
健
婦

包
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
三
二
・
コ
二
二

一
j
-

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、

一町
甲
一結
核
の
感
染
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

一4
4
4一
B
C
G

接
種
は
、
結
核
の
発
病

一ザ
』
一を予
防
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
子

一
の
一防
接
種
で
す

。

一
種
-
乳
幼
児
の
場
合
、
で
き
る
だ
け

一
接
一早い
時
期
に
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

一G
一
応
検
査
・

B
C
G

接
種
を
受
け
る

一C
一ょ
う
お
す
す
め
し
ま
す

。

一B
一
実
施
要
項
は
、
次
の
と
お
り
で

査
一
射
所町
民
会
館

検
一
持
参
品母
子
手
帳
・
印
鑑

府
船
一
注
意
事
項

一式
一
①
重
信
町
に
住
民
票
の
な
い
方
、

ン
一
母
子
手
帳
の
提
示
の
な
い
方

リ
一
は
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま

ク
一
せ
ん

。

レ
一
②
当
日
は
、
お
昼

一の
体
温
を
測
っ

υ
一
て
き
て
下
さ
い

。

れ
一
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
ご
不
明
な

l
j
ト
」点
は
保
健
婦
ま
で

。

• 

• l BCG幡 |

)→|山導 |

ly ベルクリン反応検査
↓ 2 日後

| Yペルクリン反応枯査 ・判定

結↓
性 (0 -4 mm) 

lyベルク川応検査・(再)
↓ 2 日後

| ツベルクリン反応検査 ・判定

結↓
性 (0 -4 mm) 

騒陽性 (5 -9 mm) 

性(lOmm以上)

疑陽性( 5 -9 mm) 

果

性(lOmm以上)

果

陰

F島

ド易

月 日 時間 正頁 目 M 象

9 月 6 日 ツベルクリン
平成5年6月 1 日一平成6年

(必 反応検査
5月 31 日生まれの者及び4

歳未満の未検査者

ツベルクリン 9月 6 日にツベルクリン反

反応検査・判定 応検査を受けた者
9 月 8 日

+ ー ，ーー ー ーー ，ーーー ー ーー ーーー ー 骨 - - ・ーー ーー--- _--_ 宇 -- - - ・ ・ ・』ー

(利 ツベルクリン反応検査・

BCG接種 判定の結果、 陰性の乳幼
いずれも jl日L 

午後2時~

9 月 14 日 2時30分 ツベルクリン
9月 6 日のツベルクリン反

(7)<) 反応検査(再)
応検査の結果、疑陽|主・陽
性の字L幼児

ツベルクリン反 9 月 14 日にツ ベルクリン

応4食査 ・判定(再) 反応検査を受けた者
9 月 16 日

{告ヨ
ー ーー・ーーーーーー・ーー - --- ---合- - -ー.ー ー ー

ツベルクリン反応検査・
BCG接種 判定の結果、陰性の乳幼

ノ1 日し

日 戸任士是月

上林公民館

重信町民会館

- 対 象 40歳以上の住民
・ 受付時間 午前7時30分-9時30分
※ 11 月 17 日 ・ 1 8 日 ・ 22 日は、

午前8時40分- 10時の受付。
・ 料 金 胃がん検診 500円

大腸がん検診 300円
・ 胃がん検診を受けられない人
当日の朝、飲食した人 ・ 胃の病気で治療中の人
胃の子術を受けた人 ・ 妊娠中の人

・ 申し込み
8月 26 日までに、保健婦まで直接申し込んでくだ

さい。

※広報7月号にて受付時聞を誤っておりましたので
訂正いたします。

入場無料

結核検診: 18歳以上の住民

肺がん検診 : 40歳以上の住民

(学校、職場、病院等で受診した方は除

きます。)

無料

異常のない方には通知しません。

精密検査の必要な方のみ通知します。

今年度まだ受けていない方は、ぜひ受けて下さい。

9月 8 日、 9 日

9 月 12 日 -14 日、 16 日

11 月 17 日、 18 日、 22 日

8 月 3 日、 4 日
象- 対

-料金

・検診結果

午前 6時より

時間

午前9:00~9: 10 

松山市営球場で開催

表日程

場所

上林公民館

下林集会所

9 月 6 日 (火)
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現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯
一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
と
い
う

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

今
以
上
に
、
日
常
の
中
で
気
を

つ
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ
っ
て
お
こ
っ
て
く

る

「

骨
粗
し
よ
う
症
L

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は
保
健
婦
ま
で

1 9 ・す乙けあぶ

月 日 場 所 時間 準備物 内 骨'*' 担当

9 月 2 日後) 志津 川 公民館 1.骨粗し ょう症の理解

エフロン
①原因、症状、治療と予防

10月 14 日恰) 播磨台団地公民館 タツノfー
②運動のすすめ

午前10時一 タオ jレ
2. カルシウム強イヒのため

栄養士
11 月 2 自体) 下林集会所 の作戦

12時30分 筆記用具
①カルシウムの多く含ま

保健婦

平成7年 2 月 2 自体) 堀池公民館 運動のできる
れている食品 ・調理法

服装 ②カルシウム強化献立
3 月 9 日 (木) 南野田公民館 (調理と試食)

「おとしより 」 とその家族を対象に、心と身体の健

康相談を行います。

家庭で困っていること、自分のことで悩んで・い

ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に
応じます。お気軽にご利用下さい。

対象町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時-4時

場所 役場保健婦室

担当者 医師、 保健婦

料金 無料

内容 個別で相談に応じ 、
を行います。

※予約制です。事前に申し込みが必要です。

日程表

必要な指導及び助言

基本健康診査結果報告全を下記の日程で行し、ま

す。

健診を受けられた方は、ぜひおこし下きい。

都合で報告会に参加できない場合は、後日結果
通知書を送付します。

対 象 基本健康診査を受けた方
持参品 健康手帳

時間 ・ 内容

報告会日程表
場所

重信幼 稚園
を誤っておりましたので訂

日月

平成 6年 8 月 1 日 (月) ・ 22 日 (月)

9 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

10 月 3 日 (月) ・ 17 日 (月)

11 月 7 日 (月) ・ 21 日 (月)

12 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

平成 7年 1 月 9 日 (月) ・ 30 日 (月)

2 月 6 日 (月) ・ 27 日 (月)

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月)

( 9: 30-10: 10 

講演

「これからの健康ってり」

医師

( 10: 10 -11: 00 

個別指導

結果通知書の説明

医師 ・保健婦

8 月 18 日 (桐
(広報7月号にて月

~t吉井小学校体育館8 月 25 日嗣

下林集会所

9 月 7 日(羽 重信町民会館

9 月 l 日附

上林公民館9 月 19 日(月)

重信町民会館10月 3 日開)

南野旧公民館10月 5 日(樹

重信町民会館12月 15 日(桐

病
気
や
老
化
な
ど
で
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
方

に
対
し
、
リ
ハ
ビ

リ

教
室
を
行

い
ま
す

。

対
象
町
内

在
住
の
方

時
間

午
後
一
時
三
十
分
l

三
時
三
十
分

場
所

町
民
会
館

担
当
者

医
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
保
健
婦

料
金

無
料

申
し
込
み
方
法

事
前
に
・
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

日程表

平成 6年 平成 7年

8 月 1 日 (月) ・ 12 日 恰) 1 月 9 日 (月) ・ 27 日 後)

9 月 5 日 (月) ・ 16 日恰) 2 月 6 日 (月) ・ 17 日掛

10 月 3 日 (月) ・ 21 日後) 3 月 6 日 (月) ・ 17 日 (金)

11 月 14 日 (月) ・ 25 日後)

12月 5 日 (月) ・ 16 日恰)
※健康カレンダーの日程とは、一部変更となりましたのでご了承下さい。

8 月 21 日 (日)第33回 1000万人ラジオ体操祭中央大会
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「
ど
ど
ん
が
と
ん
ど
ど
ん
が

ど
ん
ど
ん
す
っ
と
ん
と
ん
・
。
」

年
長
組
の
子
供
達
が
力
強
く
た
た

く
太
鼓
の
音
か
、
夏
の
星
空
に
響

き
渡
り
ま
す
。
や
っ
と
歩
き
始
め

た
子
供
達
も
、
体
を
ゆ
す
っ
て
太

鼓
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

。

こ
の
太
鼓
は
、
青
年
団
の
「
愛

媛
の
太
鼓
」
を
ま
ね
て
、
子
供
達

が
た
た
い
て
い
ま
す
。
八
年
ほ
ど

前
か
ら
は
、
夏
の
夕
べ
や
運
動
全

な
ど
の
行
事
で
披
露
し
、
地
域
の

人
達
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

双
葉
保
育
所
は
、
昭
和

二
十
五

年
三
月

に
横
河
原
「
水

天
宮
」
に

誕
生
し
、
創
立
四
十
四
年
を
数
え

ま
す

。

双
葉
保
育
所
の
名
前
は
、

子
供
を
発
芽
し
た
ば
か
り
の
二
枚

の
「
ふ
た
ば
」
に
み
た
て
る
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。
み
ん
な
で
い
つ

く
し
み
育
て
、
の
び
の
び
と
育
っ

て
、
自
分
の
生
活
を
切
り
開
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
も
そ
の
思

い
は
、
保
育
所
や

地
域
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

て来を催や畳分種おしと始 aa品
子いら大促つ食に類皿て 、ま保 泣岩坪 :k
供まれ切が つが 満もにき給り育~司?
達すたに始て j斉た豊盛ま食ま所舟官省出誕F
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J もは 。 、」で腹 EL どい時七 三宅謹岩手三
55 絶、郷お今きも (432 にに時 建設蝿ffij
人 賛参土や日ま心笠 ;-1τ おも半必おぬ
「 さ観のつのすも舎ヤいなか 22京安!
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J 禿祭然的

信品品一一一 l 

特号沿ザァ

...今日は晴れの舞台だよ

が
大
好
き
で
す
。
「

一
緒
に
お
い

で
。
遊
ぼ
う
。
」
と
、
保
育
所
に
来

て
い
な
い
子
供
達
と
も
仲
良
く
遊

び
始
め
ま
す
。
そ
の
間
保
母
は
、

お
母
さ
ん
達
と
子
育
て
に
話
が
は

ず
み
ま
す
。

当

所
に
は
、

外
国
か
ら
の
子
供

達
も
毎
年
入
所
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
子
供
達
も
、
保
育
所
の
行
事

や
、
日
々
の

地
域
の
人
達
と
の
ふ

れ
合
い
を
通
し
て
、

一言
葉
や
生
活

習
慣
の
遠
い
を
克
服
し
て
い
ま
す
。

子
供
達
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
「
じ
い
ち
ゃ

ん
が
子
供
の
こ
ろ
は
、
今
み
た
い

に
お
も
ち
ゃ
が
な
か
つ
て
の
う
、

自
分
で
こ
う
や
っ
て
作
っ
て
遊
ん

だ
も
ん
よ
。
」
と

言

い
な
が
ら
、

次
々
と
飛
び
出
す
竹
ト
ン
ボ
な
ど

の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
に
子
供
達
は
、

大
喜
び
し
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
か
ら
、
分
け

隔
て
の
な
い

心
や
、
物
を
大
切
に

す
る
温
か
い
心
を
学
び
ま
す
。
そ

れ
は
、
子
供
達
の
心
の
中
で
、
思

い
や
り
の
気
持
ち
と
な
っ
て
育
っ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
重
信
の
自
然
、
人
と

の
ふ
れ
合
い
の
中
で
、
今
日
も
子

供
達
の
賑
や
か
な
声
か
国
庭
に
響

き
渡
り
ま
す

。

(主
任
保
母
中

川

幸
恵
)

所
在
地

重
信
町
大
字
志
津

川
二

一
O

園
児
数

百
四
十
名
(
七
月
一
日
現
在
)

〈
雑
学
〉
読
む
ク
ス
リ
幻
|

上
前

淳
一
郎

〈
哲
学
〉
教
養
の心
理
学
l

村
田

孝
次

〈
歴
史
〉
日
本
史
大
事
典7

平

九
社

〈
社
会
学
〉
自
民
党
没
落
の
軌
跡

ー

岩
見
隆
夫

〈
医
学
〉心
が
強
く
な
る
ク
ス

リ

ー

大
原
健
上
郎

〈
技
術
〉
リ
サ
イ
ク
ル
の
幻
惣
と

現
実
|

黒
井
尚
志

〈
産
業
〉
環
太
平
洋
コ
メ
戦
争
|

宮
崎
隆
典

〈
芸
術
〉
別
世
紀
美
術1
宇
佐
美

圭
司

令
V入
学
〉
耶
律
楚
村
上
-
F

|

陳

舜
臣

[
今
月
の
休
館
日
]

1

日
、
8

日
、
日
日
、
引
目
、

幻
目
、
日
目
、
引
日

〈
今
月
の
標
語
〉

読
書
尚
友
H

書
物
を
読
ん
で

昔
の
賢
人
を
友
と
す
る
二
と

篤

志

付

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

宇
品
ー
し
れ
~
。

増
田
ヒ
ナ
子
さ
ん

樋

口



同
和
問
題
の
学
習

「
差
別
し
な
い
」
と
日
常
私
た
ち

は
よ
く
口
に
し
ま
す
が
、
そ
の
意

味
は
必
ず
し
も

明
確
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
こ
く
簡
単
に
い
え
ば
「
当

然
の
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
受
け

と
め
、
当
た
り

前
で
な
い
こ
と
を

当

た
り
前
で
な
い
と

考
え
る
」
こ

と
を
言
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、

。

カ

例
え
ば
、
男
と
女
の

関
係
に
つ

い
て
み
て
も
、
男
子
便

所
と
女
子

便
所
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
は
っ
き

り
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
人
と

子
ど
も
の
場
合
で
も
、
乗
り

物
料

金
等
に
き
ち
ん
と
区
別
が
な
さ
れ

て
い
ま
す

。
つ
ま
り
違
う
点
は
違

う
と
は

っ
き
り
区

別
し
て
い
る
訳

で
す

。
と
こ
ろ
が
差
別
は
こ
の
区
別
と

は
違
い
ま
す
。

「
当
然
の
こ
と
」
が

当
然
の
こ
と
と
受

け
取
ら
れ
な
い
、

筋
の
通
ら
な
い
誤
っ
た
考
え
方
が

ま
か
り
通
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
い

え
ま
す
。

1 11 ・2tLμ私.31'

私
た
ち
の
社
会
生
活
の
中
で
も
、

当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
で

な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
ず

い
ぶ

ん
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

例
え
ば
、
男
と
女
は
確
か
に
違

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
と
し

て
の
価
値
は
同
じ

だ
と
い
う
原
点

を
忘
れ
て
、
女

性
は
男
性
よ
り
劣

る
と
考
え
こ
ん
で
い
て
特

別
な
扱

い
を
し
ま
す
。
大

人
と

子
ど
も
に

つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
人
権
を
無

視
す
る
大
人

が
多
く
、
そ
の
理
由

と
し
て
経
験
不
足
な
ど
を
あ
げ
た

り

し
ま
す
。
し

か
し
、
人
権
と

人

生
体
験
は
次
元
を
異
に
し
ま
す

。

ま
た
、

心
身
に
障
害
を
も
っ
人
に

対
し
て
も
、
人
聞
の

価
値
が
劣
る

よ
う
に
考
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
す

。

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
見
渡

す
と

、
こ
の
よ
う
に
当
然
の
こ
と

が
当

然
で
な
く
な

っ

て
い
る
例
が

実
に
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ

う

か
。

不
合
理
を
不
合
理
と
感
じ
な

く
な
る
と
こ
ろ
に
差

別
の
温
床
が

あ
り
ま
す

。

「
差
別
」
と
は
、
す
べ
て
の
人
に

平
等
に
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
、

人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
権
利
が
、

不
当
に
制
限
さ
れ
た
り
、
奪
わ
れ

た
り
す
る
こ
と
で
す

。

そ
し
て

問
題
は
、
こ
う

し
た

差

別
意
識
や
偏
見
は
歴
史
上
の
社
全

の
し
く
み
や
習

慣
な
ど
を
利
す
る

支
配
者
に
よ
っ
て
、
意
図
的
に
拡

大
さ
れ
温
存
さ
れ
て
、
不
合
理

な

社
会
的
土
壌
が
未
だ
に
残
さ
れ
、

根
強
く
残
っ

て
い
る
こ
と
で
す

。

と
り
わ
け
部
落
差

別
は
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
が
集
約
的
な
形
で
あ
ら
わ

れ
た
も
の
だ

と
い
わ

れ
ま
す
。

「
同
和
地
区
」
を
特
別
な
目
で
見

る
な
ど
、
こ
れ
は
決
し
て
当
た
り

前
の
こ
と
で
は
な
く
、
民

主
社
会

の
な
か
で
は
許
せ
な
い
こ
と
で
す

。

「
ま
た
同
和
教
育
か
」
「
同
和
問

題
に
つ
い
て
の
話
は
、
た
び
た
び

聞
い
て
よ
く
わ
か

っ

て
い
る
か

ら
、
も
う
私
に
は
必
要
が
な
い
」

な
ど
と
い
っ
て
、

部
落
差
別
を
「
自

分
に
は
関

係
が
な
い
」
と
傍
観
し
、

そ
れ
を
至
極
当
然
の
、
」
と
の
よ

う

に
思
っ

て
い
る
人
も
多

く

、
こ

の

一
見
第
三
者
的
に
見
え
る

立
場
そ

の
も
の
が
、
加

害
者
の
側
に
加
担

し
ま

す
。

そ
の
不
当

性
と
矛
盾
が

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
差
別
解
消

を
妨
げ
る
要
因
が
あ
り
ま
す
。

当

た
り

前
で
な
い
不
合
理
な
こ
と
が
、

当
た
り

前
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ

て
い
く
風
潮
を
見
逃
し

、

許
し
て

お
く
姿
勢
が
差

別
の
助
長
に

つ
な

が
り
ま
す

。

地
域
社
会
に
お
け
る
社
会
教
育

の
場
で
、
同

和
問
題
の
学
習
や
そ

の
実
践
を
拒
否
す
る
人
、
同
和
問

題
を
自
分
と
は
無
関
係
だ
と
思

つ

て
い
る
人
の
意
識
の
根
底
に
は
、

人
権
や
民
主
社
会
を
拒
否
す
る
意

識
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

。

ま
だ
ま
だ
実
に
多
く
の
人
々
が
、

封
建
的
な
因
習
に
し
ば
ら
れ
て
い

て
、
地
域
社
会
や
自
ら
の
生
活
の

な
か
に
あ
る
矛
盾
や
不
合
理
に
気

づ
か
な
か
っ
た
り
、
気
づ
い
て
も

安
易
に
妥
協
し
た
り
、
諦
め
ら
れ

た
り
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築

く
上
で
、
同
和
問
題
の

学
習
の
重

要
性
が
強
く
叫
ば
れ
る
の
は
そ
の

た
め
で
す
。

日
程
・
時
間

毎
月
第

一
・

第
三
水
曜
日

午
後
一
時
三
十

分
1

一二
時
三
十
分

(第

一
同
H

八
月
三

日
附
)

場
所

重
信
町
立
図
書
館

三
階
会
議
室

講
師

愛
媛
大
学
教
授

美
山
靖
先
生

受
講
料

一
ヶ
月

二
0
0
0

円
程
度

申
し
込
み
期
限

随
時
受
付
け

お
問

い
合
せ
は
読
書
グ
ル
ー
プ

四
国
(
宮
六
四
|

三
八
九
九

)
大
-也

(
包六
問
|
七

二
二
五
)
高
田
(
宮

六
四

|
九

六
一
七
)
ま
で

。

第
二
国
人
権
講
座

日
時

八
月
十
九
日

幽

午
後
一
時
i

講場
師所

二
時
三
十
分

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

愛
媛
県
同
和
教
育
協
議
会

会
長
代
行

亀
岡
秀
雄
先
生

「
夢
と
愛
」

演
題

第
三
回
生
き
生
き
講
座

日
時

八
月
二
十
六
日
働

(
畳
の
部
)
午
後一
時
三
十
分
i

(
夜
の
部
)
午
後
八
時1

※
畳
・
夜
間
じ

内
容
で
行
い
ま
す

。

場
所
町

民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

テ
ー
マ

「

{家
族
ぐ
る
み

の
人
権

教
育
」

重
信
町
社
会
教
育
指
導
員

八
木
光
秋
先

生

講
師
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社禽

畝青

ロ
・

ロ
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
問
い

合
せ
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
回
l

一
五
O
O
附

第
四
回
目
の
福
寿
大

学
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

日
時

九
月
十
日
出

午
前
十
時
i
十
一
時
三
十
分

場
所
町

民
会
館

内
容

交
流
会

「

国
際
交
流
|

日

本
と
中
国
・

ア
メ
リ
カ

生
活
・

文
化
比
較
」

講
師

県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

マ
ン
ロ
・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
氏

王

君
女
氏

受
講
料

無
料

日
時

重町九八
信民月月
四会四 二
季館日十
水一旧)九
墨階日
画ロ (月)
会ビ l 

場
所

主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

趣
味
で
描
い
て
お
り
、
未
熟
な

作
品
ば
か
り
で
す
が
、
是
非
ご
覧

下
さ
い

。

後
援「

創
造
的
で

豊
か
な
人
と
文
化

つ
く
り
」

を
テ
l

マ
に
、
次

の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い

。

日
時

九
月
八
日
附
午
後

一
時
i

場
所

重
信
町
民
会
館
大
ホ
ー

ル

主
催

愛
媛
県
・
愛
媛
県
文
化
協
会

共
催

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
文
化
協
会

入
場
料

無
料

基
調
講
演
講
師

小
西
竹
文
氏
(
富
山
県
砺
波
市

生
涯
学
習
課
長
兼
市
文
化
会
館

長
)

演
題

寸

文
化
振
興
に
よ
る
地
域

づ
く
り
」

昭
和
五
十
六
年
町
民
会
館
が
落

成
し
た
時
か
ら
、
生
涯
教
育
の

一

環
と
し
て
講
座
が
聞
か
れ
今
日

に

至
り
ま
し
た

。
当

初
か
ら

、
南
海

放
送
川
柳
相
撲
の
司
会
を
し
て
居

ら
れ
る
上
岡
喜
久
子
先

生
を
講
師

に
、

川
柳
の
イ
ロ
ハ
か
ら
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
八
人
で
は
じ
め
ま
し

/


た
。

現
在
は
、
全
員
も
十
五
人
に

C
'

増
え
、
毎
月
第

三
月
曜
日
の
午
後

ラ

一
時
三
十
分
か
ら

二
時
間
、
な
ご

ど

や
か
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し

→
」

俳
句
を
始
め
て
七
年
の
月
日
が

,,
ea' 

く

川
柳
を
発
表
し
合

っ

て
お
り
ま

よ
流
れ
ま
し
た

。

最
初
は
十
七
文
字

す
。

自
分
流
に
表
現
す
る
楽
し
さ

し

に
纏
ま
ら
ず
苦
し
み
、
そ
の
う
ち

を
味
わ
っ

て
み
ょ
う
か
と
思
わ
れ

つ
何
だ
か
リ
ズ
ム
が
い
い
な
と
指
折

る
方
は
、
好
永
(

六
四
1

二
三
四

日
り
数
え
て
十
七
文

字
に
納
ま
っ
た

七
)
ま
で
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

→
」
時
の
嬉
し
さ

。

「
俺
に
似
よ
俺
に
似
る
な
と

ち

さ
て
今
度
は
切
れ
字
季
語
な
ど

子
を
思
い
L

ん
何
か
と
や
や
こ
し
い
歳
時
記
と
に

・

5
ら
め
っ
こ
、
句
会
で
取
っ
て
い
た

な
だ
け
れ
ば
い

い
気
に
な
り

、

落
ち

み
る
と
が
っ
く
り

。

心
豊
か
に
と
は

じ
め
た

事
な

の
に

。

一
喜

一
憂
楽
し
む

事
に
頭
を
切

り

替
え
れ
ば
、
十
七
文

字
は
楽
し

く

ま
さ
に
人
生
の
快
楽
で
す

。

あ
な
た

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す

。

「
花
務
ゆ
る
る
に
蹄
み
戦
中
派

」

露
口
千
歳

連
絡
先
宮
六
四
l

八
O
九
七
(
渡
部
)

重
信
短
歌
教
室
は
、
七
月
で

二

百
十
六
回
目
の
全
を
迎
え
ま
す

。

講
師
は
愛
媛
ア
ラ
ラ
ギ
の
武
市
公

子
先
生
で
毎
月
第

一
日
曜
日
午
後

一
時
よ
り
勉
強
し
て
お
り
ま
す

。

二
首
を
送

っ

て
い
た
だ
き
皆
で

夫
々
批
評
し
合
い
最
後
に
先

生
の

指
導
を

仰
ぎ
ま
す

。

作
品
の
巧
拙

を
問
わ
ず

一
人

一
人
が
生
活
を
詠

み
、
家
族
の
愛
情
を
詠
み
、
四

季

重信町文化協会

の
移
ろ
い
の
美
し
さ
を

詠
み
ま
す

。

現
在
全
員
は
十
五
名
で
目

下
の
悩

み
は
男
の
方
と
若
い
方

の
少
な
い

こ
と
で
す

。

こ

の
教
室
は
あ
な
た

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

ど
う

か
御
参
加
下
さ
い

。

連
絡
先
宮
六
回
|

八
四
四
九
(
中
原
)

つ
&夫

の
刈
る

畦
草
か
が
み
て
集
め
行
け
ば

草
の
実
は
じ
け
る
小
さ
き

音
す

上
村
高

須
賀
京
子

E 野七J四回中、
連絡先

重信文語全 会韓援重信E E 員 観全画をる 映催親主重信子グ良Lと) 、 & 五百議以上富貴円四 場所会開民館I 

午前十時午桂時 出時九月日日十 {雪ズ寺
露人水 量子雲第映

重
信
お
や
甲
』
劇
場
地
域
公
演

「
ま
ん
ま
る
劇
場
」

日
時

九
月
二
日
働

午
後
四
時l
、
午
後
七
時l

場
所
町

民
会
館

参
加
費

九
百
円

(
四
歳
以
上
1

大
人
)

内
容

一
人
で
す
る
子
供
達
と

一
緒
に
楽
し
め
る
人
形

劇
で
す

。

主
催

重
信
お
や
こ
劇
場

後
援
町

教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

連
絡
先

事
務
所

山
岡

寺
田

宮
六
四
l

七
一
八
八

位
六
回
l

コ
二
七
O

E
六
四
ー

一
六
四
三



平
成
六
年
度

生
涯
学
習
県
民
講
座

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
新
た
な
知
識
を
吸
収
す
る
場

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

時
事
問
題
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
に

よ
る
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
予
地
区
で
は
、
次
の
と
お
り

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

-

会
場

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
1

県
民
小
劇
場

・

対
象

一
般
県
民

・

入
場
料

無
料

-

申
し

込
み
方
法
往
復
は
が
き

に
講
師
名

、

住
所

、

氏
名

、

年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

(
一
枚
に
つ
き

一
名
)
た
だ
し
、

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着

順
で
決
定
し
ま
す
。
(
定
員
各
五

O
五
名
)

-

問
い
合
せ
・

申
し

込
み
先

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
七
九

一
ー

一
一

松
山
市
上
野
町
甲
六
五

O
番
地

包
六
三
ー

O

一
一
O

1 1 3・官官ιけれぶ

申込み締切日題

1 '+'-1+"'.+ 1 r 一 中村敦夫の世界見
14 : 00-1 中村敦夫 |

13 30--1 ~~;~ V.V 01¥ I ~~'~ -r;~~~ I 問録一今、世の中がお
15 : 301 (俳優・作家) 1 I \nrl~ 1,'iT'1 I もしろ い」

I員師講開場時間|講演時間

8月 10 日 (掬

1 1 " . ̂̂  1 "' ~_ "" H-I r ー出逢い、ふれあい、9 月 25 日 I ，~. ~^ 114: 00-1 平岩弓校|
113 30-1 J.~ , 'r- V.V~" I ' ~-~r.'f./~~ I 感動一私の取材ノート

(日) 1 <v  . vv  1 15: 301 (直木賞作家) 1 
..LV • vv  I \~.'I. t-\II-""I I から」

9月 10 日仕)

平成7年

l 月 14 日 出
「いつまでも輝いて」

第

一十
一
同
ソ
プ
ト

、

ボ
ー
ル
愛
好
前
期
リ
l

グ
成
蹟
表

615 413 211 l頓

~ t 三検 下ー 樋 見
主要
イ I可 元川気早 チ

野| 中本 口
ム

グ 原 良 名
jレ

回 ス AIA AIA 

013 315 717 勝

914 413 312 負

012 211 011 分

1 1 1 1 1 1 。。 雨

四
部

514 312 1 1)1民

i倹 牛 上J-樋

i可 樋 チ

1拘j 林 口 l
ム

原 団 名

CIB AI :I:也 B 

012 515 6 勝

715 312 l 負
。。 。。 0 分

1 1 1 011 0 雨

五
部

615 413 211 )1頂

f交 重 '=tt 品、 国横 西

窪 問チ
信 i章

コ
i� 

71 ! 
.� )11 ス 原

ム

モ
ラ名

場 学 B ス B17-

212 415 617 勝

716 513 312 負

1 11 011 110 分

011 1 1 1 011 雨

部
615 413 211 )1国|

田幸Jr 医牛 下下

チ建村 ~I 
ノ f i I 
ワ ク 学ク 林中本

ム

l フ フ 名

ズブ 古[í フ' CIB 

012 314 517 勝

716 314 310 負
。。 。。 。。 分

312 412 213 雨

七
都

615 413 211 順

見 村上 ノマ 上 牛 愛

た"ミ フ 村 チ
ア
ン 湖i

良; ム
春 名

B ス' ダ菊 D 橋

212 416 617 勝

717 513 213 負
。。 011 110 分

111 110 1 10 雨

j¥ 

部
615 413 211 )1嵐

牛 志商 回国 八

i孝 復 際反 チ

i~11 コ

)11 団 lレ I也 名

CI J 岡地 フ B

012 ~15 518 勝l

715 513 210 負
。。 。。 。。 分

313 312 312 雨l

8 月 27 日
(土)

ン

U
川

、
一
、
収

炉
、
，

十F

Y

ｭ

田
ヤ
去
す
い
り

e

n
H
U
 

S

内
《J
V

AU
 

ハ
U

巳
d

可
a
A

a
n守

'
E
4
 

n
H
U
 

n<
dη

t
U
 

1
4
ム

年
日nx

u
 

n
i

、
l

η
ノ
U
1
引i
j守

成
月
t

平
l

六
月
二
十
六
日
、
重
信
中
学
校

運
動
場
で
愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
の
町

予
選
ク
ロ

ッ
ケ

|
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た

。

三
人

一
組
、
十
八
チ
ー
ム
が
参

加
し

、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
チ

l

ム
は
、

八
月

二
十
八
日
の
郡
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

。

部部
615 413 211 )1頃

堀田 八ア 牛 病

1t反
/レ

院チ
/{  

ク |メ ト沸l
~ I :I:也

ム

ロ
ラ名

池ツ A ス A ブ

314 515 勝

716 412 110 負

010 1 1 1 1 11 分

り 212131314 雨 |

部
615 413 211 順

牛上 志上 南国
:拘l 野

フ 4章 回 チ

イ 林
若
宮 ム

ナ )11 ク 名
フ

ズ村 AIB ブ窪

213 414 517 勝

615 414 412 負
。。 。。 。。 う子

212 212 1 11 雨

一
般
の
部

優
勝
上
村

二
位
牛
測

三
位
見
奈
良

B

老
年
一
部

優
勝
田
窪

B

老
年
二
部

優
勝
北
野
田

二
位

横
河
原
A

三
位
田
窪

A

.場所
・ 重信中学校体育館
・北吉井小学校体育館
・トレーニングセンター

四
一
-
~

日
扮間

捌

時

9

日
明

ロ
H
• 



ぢιけれ，SL- ・ 14 ・

第10回

どてかぼちゃカーニバル 時日

場所

重信町農協育苗用土

配合センタ ー

カーニパル会場

時

所

日

場

fi64-1905 

(しらかた時計店)

フォトコンテスト

締切 リ 9月末 発表 10月上旬

俳句会 東温消防署前会場にて

本年は河川工事のため駐車場が

少なくな っておりますので、公

共交通機関をご利用下さい。

問い合せ先

横河原商工連盟 fi64-5252 
((掬松末商店)

fi64 -1254 

fi64-2001(内)433

良
也
畠
包
包

今
年
度
の
活
動
と

M

町
長
を
囲
む
会
H

重信町商工会

五
月
十
二
日
、
総
会
を
開
催
、

新
役
員
を
改
選
し
て
、
塾
生

三
十

三
名
で
平
成
六
年
度
が
ス
タ
ー

ト

致
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
福
祉
、
環

境
、
文
化
等
の
テ

l

マ
の
も
と
、

調
査
、
研
究
や
講
師
を
招
い
て
の

講
演
会
等
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
を
一
歩
推
し
進
め
る
と
い

う
活
動
方
針
に
沿

っ
て
、
年
閉
め

活
動
計
画
を
立
て
ま
し
た

。

今
年
度
の
新
し
い
試
み
と
し
て

福
祉
、
環
境
、
文
化
の
中
で
、
現

在
最
も
関
心
の
あ
る
テ

l

マ
別
に

分
か
れ
て
、
企
画
立
案
し
、
塾
生

み
ん
な
が
実

践
す
る
と
い
う
方
法

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

塾
生
一
人
ひ
と

り
の
意
見
が
、

よ
り
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

年
度
の
終
り
に
は
、
講
演
会
と
成

果
発
表
の
と
こ
一
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
、
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
一

環
と
し
て
「

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

L

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

六
月
十

四
日
に
は
、
「
町
長
を
囲

む
全
」

を
実

施
し
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の

予
定
、
ゴ
ミ
減
量
対
策
の
ボ
カ
シ
、

ーー横河原観月祭
8月 27 日(士) 午後611寺 -10時

(雨天の場合、翌28 日 (日) )
場所横河原河川敷広場
花火打ち上げ(予定)

第 1回目午後7時40分
第2回目午後8時20分

(それぞれ約30分間で、全部で 1 500発用意)

いもたき :71-席約200席・(要予約)

ご予約は 8 月 17 日よりお受けし
ます。

予約電話

9 月 11 日旧) 午前10時から

(小雨決行)

重信川縁地公園

(田窪、愛媛県緑化セ ンター西)

どてかぼちゃ搬入方法

搬入日 | 時間
9/9 113:00-17:00 
9/10 1 8:00-17:00 
当日 I 7:00-9:00 

問い合わせ先

重信町農業後継者協議会事務局

ーーーーーーー『ーーーーー声明ーー- f 

『司.水
の
確
保
の
為
の
将
来
計
画
、

貴

重
な
泉
の
護
岸
工
事
、
重
信

町
在

住
の
外
国
人
へ
の
対
応
、
役
場
の

移
転
計
画
等
々
、
多
方
面
に
渡
る

活
発
な
座
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

ど
の
項
目
も
、
私
達
の
生
活
に

直
接
関
係
の
あ
る
事
で
す
の
で
、

町
長
の
丁
寧
な
説

明
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
て
、
行
政
に
つ
い
て

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
、
大
変
有

意
義
な
一
日
で
し
た
。

塾
生

一
向
、
生
き
生
き
し
た
人

生
、
住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て
、

頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

(
女
性
塾
塾
長
福
積

清
美

一一一一一一- 0 一一一一一一- 0 一一一一一一-

日程表 商
工
会
よ
り

社
会
保
険
窓
口
相
談
の

ご
案
内

専
門
官
に
よ
り
ま
す
社
会
保
険

相
誌
(
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
・

健
康
保
険
各
種
ご
相

談
)
コ
ー

ナ
ー
を
、
次

の
と
お
り
開
設
い

た
し
ま
す

。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

日
程毎

月
1

回
(
別
表
の
と
お
リ
)

受
付
時
間

午
前
日
時
1

午
後
4

時

場
所重

信
町
商
工
会
館

一
階
相
談
室

岱
六
四
l

一
二
五
四

無
料

ーーーー一一ー一一一 「 ーー一一一一一一一ーJ 

料

金平成 6年 8 月 3 日(水)

9 月 2 日後)

10月 4 日決)

11 月 4 日後)

12月 2 日後)

平成 7年 1 月 6 日後)
2 月 3 日後)

3 月 3 日後)

一一ーー わ 一一一一一一一



自衛官採用案内(男・女)
募集種目 |資格| 試験日

2 等陸. ì毎 ・ 空士|高卒(見込) I 受付時に指定します
曹候補士|高卒(見込) I 9 月 18 日(日)※
一般曹候補学生|高卒(見込) I 9 月 18 日 (日)※
航空学生 |高卒 (見込) I 9 月 23 日 (金)
防衛大学校| 高卒(見込) I II 月 12 日(士)- 13 日 (日)
その他防衛医科大学、看護学生等があります。
試験場所は、各稜目とも松山市内の予定です。
※同一日は、複数受験が可能です。

。 自衛官の待遇と生活
身分等 特別職国家公務員

職業 営業 ・製造部門 を除き、各種職務があります。

給与等 初任給155 ， 300円(衣食住無料)

ボーナス年3回: 5.30カ月(約83万円以上)

週休2 目指IJ、有給休暇年24 日

リフレ ッ シュ休暇、年3回各10 日程度

進学等 大学2音1)への進学、通信教育受講可
免許等 各種国家資格 ・ 免許、取得教育実施

問い合せ先 自衛隊愛媛地方連絡部 松山募集案内所

fi47-3040 
役場総務課

逗きう
1 15・2zιけれふ:

かなねますように

町
内
の
保
育
所
で
、
地
域
の

お
年
寄
り
と
の
交
流
を
図
る
一

環
と
し
て
、
七
夕
ま
つ
り
を
行

い
ま
し
た

。

拝
志
保
育
所
で
は
、

二
十
六

名
の
方
の
お
年
寄
り
が
園
児
と

一
緒
に
、
七
夕
の
い
わ
れ
を
聞

い
た
後
、
短
冊
に
各
々
の
願
い

事
と
名
前
を
お
年
寄
り
に
書
い

て
も
ら
い
、
笹
に
飾
り
付
け
ま

し
た
。

保
母
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
を

見
た
り
、

一
緒
に
手
遊
び
歌
を

歌
っ
た
り
と
お
年
寄
り
も
童
心

に
返
り
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

過

ご
し
ま
し
た

。

みんなの願日

休暇等

fi64 -200 1({りまで又は

一一一一一一一 C 一一一一

米
国
・
豪
州
で
の

学
生
生
活
に
つ
い
て

r、 ーーーーーーーーーー一一ーー- ，..、 ーーーーーーーーーーーーー-J 、 J

六
月
十
五
日
、

町
民
会
館
三
階

の
視
聴
覚
室
に
は
四
十
名
に
余
る

女
性
の
方
々
が
集
ま
っ
て
い
た

。

ま
も
な
く
臼
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
プ

リ

ン

ト
の
ベ
ス
ト
、
紺

の
キ
ュ
ロ

ッ
ト
姿
の
大
学
生
ら
し
き
ス
マ
ー

ト
な
女
性
と
東
雲
高
校
の
制
服
を

着
た
血
色
の
い
い
健
康
そ
う
な
女

子
高
生
の
二
人
の
外
国
人
が
入
っ

て
き
た
。
そ
れ
が
今
日
の
講
師
ア

メ
リ
カ
人
の
カ
レ
ン

H
H

ベ
ッ
ク
さ

ん
(
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
卒
テ
キ

サ
ス
の
べ
イ
ラ
|
大
医
学
部
進
学

予
定
、

現
在
愛
大
医

学
部
で
英
語

指
導
)
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

ス
カ
イ
リ
ベ
イ
ド
さ
ん
(
東
雲
高

校
留
学
中
)
で
あ
っ
た

。

二
人
は
各
々
の
国
で
の
学
生
生

活
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
ジ

ェ
ス
チ

ュ
ア
も
楽
し
く
話
し
て
下

さ
っ
た
。
時
々
は
ス
カ
イ
さ
ん
や

会
場
の
方
々
が
日
本
語
に
訳
し
て

下
さ
っ
た
が
話
さ
れ
る
英
語
が
全

て
分
か
れ
ば
、
と
ん
な
に
良
か
っ

た
こ
と
か
。

米
・
豪
ど
ち
ら
の
国
で
も
学
生

た
ち
は
、
た
だ
親
に
頼
る
ば
か
り

で
な
く
十
六
才
か
ら
は
自
分
で
働

一一一一一 仁 一一一一

き
な
が
ら
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
も
し
な
が
ら
は
っ
き
り
し

た
自
分
の
目
的
に
向
か
っ
て
意
欲

的
に
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が

よ
く
分
か

っ
た

。

外
国
人
か

ら
直
接
そ
の
国
の
様

子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
よ
り
身

近
に
外
国
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
と
同
時
に
日
本
の
学
生
生
活
に

つ
い
て
親
と
し
て
考
え
て
み
る
機

会
に
も
な
り
、
た
い
へ
ん
有
意
義

な
ひ
と
と
き
で
あ

っ

た
。

向
、
ス
カ
イ
さ
ん
は
、
六
月

二

十
六
日
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
外

国
人
弁
論
大
全
で
優
秀
賞
を
受
賞

な
さ
っ
た
と
の
こ
と
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

一'
L
S

4

A
V
園口

品叶

サ申
晶一
州

交探

一

国
n
r一人。

， 一一一一一一ー の 一一一一一一一 つ 一一一一

申
央
ν
デ
ィ
ー
ス
学
級

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
町
内

の
女
性
を
対
象
に
標
題
学
級
講
座

を
重
信
町
教
育
委
員
会
の
主
催
で

本
年
度
も
開
講
し
ま
し
た
。

第

一
回
は
、
六
月

二
十
九
日
に

開
催
し
、
開
講
式
に
続
き
、
「
健
康

講
座
L
H

健
康
と
薬
U
に
つ
い
て
、

国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
の
西
村
一

孝
医
長
が
講
演
し
ま
し
た
。

広報の早期配布にご協力下さい

一一一一一一一 O 一一一一一一一 O 一一一一一一一 「 一一一一一一一一一一一一 「

西
村
先
生
は
、
具
体
的
で
説
得

力
の
あ
る
話
を
し

、
受
講
者
の
質

問
も
快
く
受
け
誠
意
を
も

っ
て
答

え
る
な
ど
受
講
者
に
大
変
好
評
で

し
た
。七

月
に
は
、
「
ボ
カ
シ
の
作
り
方

と

肥
料
と
し
て
の

活
用
L
「
外
米
の

お
い
し
い
炊
き
方
と
そ
れ
に
合
う

惣
菜
の
作
り
方

L

の
講
座
を
行
い

ま
し
た
。

- --・-- ~....- .，.. ---- ..，.-- -_ ..... .
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戸
籍
の
窓

七
月
十
固
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

国田樋田横牛回志牛 住
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6 6 6 6 6 6 6 6 6 坐三
- ・ ・・ 年月
19 19 16 16 15 14 12 8 7 日

13:30-15: 00 1 町 民会館

9:30-11 ・ 001 下林集会所

渡
来

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

上横田田志横志 住
i"主河 i掌

村原窪復川原 川 所

上杉原 一 村奥村中佐宮 氏空橋伯 m
ッ良清 一 雅ッ

名コ江鬼忍 三 延子

64 66 83 68 73 67 69 
年
4寸』3 
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-・・

6 5 2 28 26 26 22 

重
信
川
源
流
域
の

山
之
内
地
区

は
、
身
近
に
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し

め
ま
す
。
清
例
な
渓
流
に
沿
っ
て

-
J
人
家
が
点
在
し
、
夏
場
は

川
の
そ

信
口
ば
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
キ
ャ
ン
プ
、

雪

水
遊
び
す
る
子
供
達
の
姿
も
見
受

行
一

一
け
ら
れ
ま
す

。

1
9

こ
の
奥
重
信
に
魅
せ
ら

れ
た
松

j

山
市
内

の
お
年
寄
り
の
グ
ル

ー

プ

が
、
も
う
十
数
年
前
か
ら
一
年
に

式
d

二
、
三
回
四
季
折
り
折
り
の

装
い

ら
F
t
を
楽
し
み
に
来
ら
れ
て
い
る
と

の

じ

こ
と
で
す

。

川
μ

近
く
に
は
、
阿
歌
古
渓
谷
、
七

千
万
年
前
の
波
の
化
石
・
蓮
痕
化

石
も
あ
り
ま
す
。

(表
紙
・

渓
流
で
遊
ぶ
家
族
連
れ

)

行事

粗大ごみ回収日

28(日) 1 愛媛スポレク祭郡予選

当番医宮内病院 松山市北梅本町 H75-009 1

E 離乳食学級
29伺) 1

| (H 6年4月 ・ 5 丹 生まれの者)

| 基本健康診査 1 9:00-11:301 
30(刈 1 -~~^'~'7: ;' -I " -~~~ I=¥ 1.:::: ::: ::1 南野旧公民館

|(40才以上の住民) 113:00-15:001 

|町県民税第2期・国民健康保険税第2期納期限
3H羽 |

1 水道使用料6 ・ 7月分納期限

i健診結果報告会
l(村|

| (健診受診者)

2 樹| 健康づくり料理講習会(カルシウム食) 110:00-1 2:30 1 志津川公民館
3(お|役場開庁日

| 成人バレーボール大会
4 (印 |

目 当番医永山内科 松山市北悔本町 H76-1788

おとしより健康相談室 要予約 1 14 : 00 -16 : 00 1 役場保健婦室
5 (月)1 ーーー一 也ーーー ・ ーーー : ~ :~~~~ -- :~ ~ ~~ f

リハビリ教室 1 13 :30- 1 5 : 301 町 民会館

ツベルクリン反応検査 1. .•• ...J 
1 14: 0ト 14:301 町民会館

IHjif-nNl H -H6年間 318 生まれ及び4才4揖司まlf種世1 1 " "" ,. vVI 
6 (刈 1 ~'，;:-:~ '-"- ~.~"-';_ '<:ーー ーー :." ~~ ': f;~: ~~ . ; ~ : ~J 

巡回一日赤十字 113 ・ 00-16 : 30 1 1町 民会館

結核・肺がん2次検診 1 (8ぺー

健診結果報告会
7 附|

(健診受診者)

行政心配ごと相談所 1 13 ・ 00-15: 001 役場術革 l会議室

ツベルクリン反応判定'BCG接種 1 14 : 00 -14:30 1 町 民会館
8 附 | ーー ・ ーー ーー ー『ーー一一一ー 斗 ー |

胃がん ・大腸がん検診 ( 9 日ま で) 1 _.0. 0.0.1 
1 7:30-9:301町民会館

(40才以上の住民) 1 • vV V -vV 1 

福寿大学 110:00- 1 町民会館
9 (剣 f ~;~L-:~;~~----- - ー ー ーーー ー ー . f : ~ ~ ~.~..... . . f 

人権講座③ 119:30- 1 町民会館
E 不燃物回収日

10(士) 1
| 役場開庁日

11(日|当苦手医 〈ぽた内科 松山市北侮本日r H70-0011 

| 胃がん ・大腸がん検診 (1 4 日 まで ) 1 __0. 0_0.1 
1 2聞 1 ~' .. : '. ~，，: '.""~_' ，'.~:.:.':~ ,_..--_, 1 7:30-9:301町民会館1 (40才以上の住民) 1 . VV V vV 1 

I ツベルクリン反応検査(再) 1. .... . ..0.1 
1 4 (羽 1 . : . ..... -'..' ..:_.. ~'.: .~~， ::':::: ::.::. " . 1 1 4:00- 14:30 1 町民 会館

1(9118B yベル 1'1ノ反応判定の結果 1雄、珪陪性古W " " "v"l 
| 祝日 のためごみ収集休みます。 19 日 開)に出 して下さい。

15(村卜
l 当番医辻井循環器科内科 重信町田窪 H64 - 0013

胃がん ・大腸がん検診 1 _.0. ..0.1 
1 7:30-9:30 1 町 民会館

(40才以上の住民) 1 "vv v, vvl 
16闘| ー ー 一一一ーーー ' f; ~ :~ ~" ;;:~ ~ f

リハビリ教室 113:30-15: 301 町民会館
ツベルクリン反応判定 ・ BCG核種(再) 11 4:00- 1 4:30 1 町民会館

17(ガ|役場開庁日
18四|当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 H64-2411 

a 健診結果報告会 1 0 .00  ".oJ 
1 9: 30 -ll : 00 1 上~*公民館

19(月)1 (健診受診者) 1 V'VV " , vvl 

おとしよリ健康相談室 要予約 1 14:00-16:00 1 役場保健婦室

l才6 ヵ月児健康診査 1.0... . "..1 
1 1 3:30- 1 4 ・ 30 1町民会館

21附 1 (H 5年I 月 ・ 2FJ 生まれの者) l'v'vV ,, 'vvl 
下j駄ばき楽習 119:30- 1 町 民会館

心配ご と相談所 1 1 3:00- 1 5:001 役場2階第l会議室

22肘| 乳児健康診査 1 , 0 , 0 0 ,,, oJ 
113:30-14: 30 I IIIT 民会館

(H5年 11 月・ H6年2 月 . 5月生まれの者WV'VV " , vvl 
『 祝日のためごみ収集休みます。 27 日 (刈に出して下さい。

23f翁|
|当番医 友愛内科・小児科松山市水泥開J H76-6262 

24(土)1 役場開庁日
1 1-燃物J回収日

25(日II
| 当番医 中川外科・内科松山市南梅本町 公76一 78 11

26例)1 健康相談 (28 日まで) <各地区〉
30樹|国民健康保険税第3期納期限

場所時 間名月|日

8 

月

ジ参照)

9: 30 -11: 00 1 町民 会館

9 

月
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